
 

 

 

日亜メディカルホールの大型プロジェクター 

使用に際しての留意事項 
 

 

 日亜メディカルホールの大型プロジェクター（天井吊り）の起動直後は，レンズの温

度が低いためピントが若干甘い状態で投影されます。 これは，投影状態でレンズが徐々

に暖まり，若干膨張することを計算しており，３０分～１時間後に安定した温度になる

所でピントが合うような仕様となっております。 

よってお使いの際には下記の点に留意され，ご使用頂きますようお願いいたします。 

 

記 

 

１．プレゼンテーションを開始する３０～１時間前には電源を投入し暖機運転を

しておく。 

（室内温度に左右されますので暖機運転は冬季は長め，夏期は短めになります。） 

 

２．暖機中の投影はレンズ温度を早く上ため，なるべく白い画面にしておく。 

     ※パワーポイントを起動させプレゼン画面でキーボードのＷを押すとホワイ

トの画面になり，キーボードのどのキーをおしても解除されます。 

 

３．プロジェクター本体でピントの調整をすることは可能ですが，勝手に調整す

ることは厳禁です。 

 

以上 

重 要 


